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第 1 部 世界の AI ランドスケープの変容：「第二の波」の定義 

 

AI（人工知能）の世界は、地殻変動ともいえる変化の只中にあります。かつて OpenAI
のような先駆者が切り拓いたフロンティアは、今や新たな競争とイノベーションの潮

流、すなわち「第二の波」によって再定義されつつあります。この現象を理解すること

は、日本市場の動向を正確に把握するための不可欠な前提となります。 

 

1.1 「第二の波」の解剖：多面的な現象として 

 

「第二の波」という言葉は単一の概念ではなく、相互に関連する三つの異なるトレンド

が合流した複合的な現象として捉えるべきです。 

第一に、新たな競争者の登場です。これは、You.com のような新興勢力が OpenAI の
牙城に挑むという、最も直接的な解釈です 1。ChatGPT の登場によって市場が活性化

し、その成功モデルを追随、あるいはその弱点を突く形で、多様なバックグラウンドを

持つスタートアップが次々と参入しています。 

第二に、技術的・哲学的進化です。この波は、AI に求められる価値基準そのもののシ

フトを意味します。単なる性能の高さを追求した「第一の波」に対し、第二の波では**
「信頼される AI」（Trusted AI）という概念が中核に据えられます 2。これは、AI の判

断プロセスの解釈可能性や説明性、バイアスを排除した公平性、そして外部からの攻撃

に対する頑健性や安全性といった、社会実装に不可欠な要素を重視する動きです 2。さ

らに技術的な進化軸として、コンテンツを生成する 

生成 AI（Generative AI）から、自律的にタスクを実行するエージェント AI（Agentic 
AI）**への移行も始まっています 3。これは、単なるコンテンツ作成支援から、業務プ



ロセスの自動化へと価値提供のレベルが上がることを示唆しています。 

第三に、産業への本格導入フェーズへの移行です。AI が汎用的なツールから、医療、

法律、金融といった、より高い信頼性が求められる業界の基幹業務（ミッションクリテ

ィカルなサービス）へと深く浸透し始めた段階を指します 5。これらの分野では、単に

便利なだけでなく、正確で、安全で、説明可能であることが絶対条件となり、これが

「信頼される AI」への需要を加速させています。 

これら三つの側面を統合的に理解することが重要です。例えば、後述する AI 検索エン

ジン「Perplexity」は、新たな競争者であると同時に、情報源を明記することで「信頼

性」という第二の波の価値観を体現し、検索という特化領域で汎用チャットボットとの

差別化を図っています。このように、「第二の波」を多角的に捉えることで、各企業の

戦略的ポジショニングと、真の競争優位性がどこで生まれるのかを深く理解するための

分析フレームワークが構築できます。 

 

1.2 挑戦者たちの台頭：差別化戦略 

 

「第二の波」を牽引するスタートアップは、OpenAI の直接的な模倣ではなく、その弱

点を巧みに突く差別化戦略によって独自の地位を築いています。 

AI 検索エンジンの分野では、Perplexity AI がその筆頭です 6。従来の検索エンジンと

は異なり、対話形式で質問に直接回答し、その根拠となる情報源（サイテーション）を

明示する点が最大の特徴です 7。これは、初期の生成 AI が抱えていた「ブラックボッ

クス問題」や、事実に基づかない情報を生成する「ハルシネーション」へのユーザーの

不満に直接応えるものです。同社はすでにユニコーン企業（評価額 10 億ドル以上）の

仲間入りを果たしており、市場からの高い評価がうかがえます 6。また、カナダの 

Upend のように、学生や専門家といった特定のユーザー層に特化した AI 検索サービ

スを提供するプレイヤーも登場しています 9。 

安全性とオープンソースを重視するアプローチも、第二の波の重要な潮流です。

Anthropic は AI の安全性を最優先課題とし、Mistral AI （フランス）はオープンソー

スモデルを積極的に推進することで、ますますプロプライエタリ（独占的）になる

OpenAI とは対照的な路線を歩んでいます 6。オープンソースモデルは、企業が自社の

環境で自由にカスタマイズできるため、セキュリティや透明性を重視する開発者や企業



から強い支持を集めています。 

これらの挑戦者たちの成功は、彼らが OpenAI を性能で凌駕しようとするのではな

く、初代王者が残した「隙間」を的確に埋めているからに他なりません。Perplexity の

引用機能は透明性への渇望に、Anthropic の安全性は社会実装への懸念に、Mistra l の
オープン性は開発者のコントロール欲求に、それぞれ応えています。つまり第二の波

は、第一の波が生み出した課題に対する市場からの応答でもあるのです。 

 

1.3 OpenAI の盤石化戦略：王座の防衛 

 

「第一の波」の覇者である OpenAI も、この新たな挑戦に対して静観しているわけで

はありません。むしろ、盤石な地位をさらに固めるための多角的な防衛戦略を積極的に

展開しています。 

第一に、競合領域への直接参入です。Perplexity などの AI 検索エンジンの台頭に対

し、OpenAI は生成 AI 検索サービス**「SearchGPT」**の試験提供を開始しました 
10。これは、挑戦者の得意領域に自ら乗り込み、競争を無力化しようとする典型的な防

衛戦略です。 

第二に、データという「堀」の深化です。AI モデルの性能を左右する高品質な学習デ

ータを確保するため、OpenAI はワシントン・ポストやハーストといった大手メディア

企業とのコンテンツライセンス契約を次々と締結しています 10。これにより、ウェブ上

の公開情報だけでは得られない、信頼性の高い独自のデータソースを確保し、競合に対

する長期的な優位性を築こうとしています。 

第三に、ハードウェアという新フロンティアへの進出です。元 Apple の著名デザイナ

ー、ジョニー・アイブ氏が設立したハードウェアスタートアップ**「io」**を 1 兆円超

という巨額で買収する計画は、OpenAI がソフトウェアだけの企業に留まらないという

強烈な意思表示です 12。これは、AI との対話体験をブラウザやアプリから、専用の物

理デバイスへと移行させ、ユーザー体験全体を支配しようとする野心的な試みです。こ

のビジョンは、かつて OpenAI のサム・アルトマン CEO が投資していたものの成功し

なかった Humane 社の試みと重なります 13。 

OpenAI の一連の動きは、王者がその地位を守るための教科書的な戦略と言えます。競

合製品を自ら投入して直接対決し（SearchGPT）、独占的なパートナーシップで中核



資産を強化し（コンテンツ契約）、隣接市場へ進出して新たなエコシステムを創造する

（ハードウェア）。特に「io」の買収は、AI との関わり方のパラダイムそのものを変

え、競争のルールを根底から覆そうとする、彼らの長期的な戦略的ビジョンを物語って

います。 

 

第 2 部 日本の AI 市場：定量的・定性的分析 

 

グローバルな地殻変動が起きる中、日本の AI 市場は独自のダイナミクスを伴いながら

急成長を遂げています。その現状を定量的・定性的な両側面から分析することで、国内

企業の戦略を理解するための土台を築きます。 

 

2.1 市場規模と成長軌道 

 

日本の AI 市場は、今後 5 年から 10 年で数兆円規模に達すると予測される、爆発的な

成長期にあります。複数の調査機関が、その急拡大を裏付けるデータを提示していま

す。 

● IDC Japan （総務省経由）：2022 年の国内 AI システム市場規模は 3,883 億

6,700 万円（前年比 35.5%増）に達し、2027 年には 1 兆 1,034 億 7,700 万円に

拡大すると予測されています 15。さらに最近の予測では、2029 年には 
4 兆 1,873 億円に達するとの見方も示されています 4。 

● 富士キメラ総研：生成 AI 関連市場だけでも、2023 年度比 12.3倍の 1 兆 7,397 億

円に 2028 年度には達し、AI 市場全体の約 6 割を占めると予測しています。特に

大規模言語モデル（LLM）市場は同 15.3 倍の 1,840 億円に拡大する見込みです 
16。 

● Spherical Insights ：2022 年に 38 億 9,000 万米ドルだった市場規模が、年平均

成長率（CAGR）21.43%で成長し、2032 年には 271 億 2,000 万米ドルに達する

と予測しています 17。 

この急成長の背景には、従来の予測系 AI と生成 AI の連携、回答精度を向上させる

RAG（検索拡張生成）技術の活用、そして特定の業務に特化した LLM の普及がありま

す 16。 



表 1：日本の AI 市場規模予測の比較 

 

調査機関 予測対象 予測期間 予測市場規模 主な成長要因 出典 

IDC Japan 
(総務省) 

AI システム

市場 
2022 年 → 

20 27 年 
3,884 億円 
→ 1 兆 1,0 35
億円 

-  15 

IDC J apan 
(最新) 

AI システム

市場 
20 29 年 4 兆 1,873 億

円 
生成 AI の普

及 

4 

富士キメラ総

研 
生成 AI 関連

市場 
20 23 年度 → 
20 28 年度 

(12.3 倍増) 
→ 1 兆 7,397
億円 

従来 AI との

連携、RAG
活用、特化型

LLM の登場 

16 

Sphe rica l 
Insights  

人工知能市場 20 22 年 → 
20 32 年 

38.9 億ドル 
→ 271.2 億ド

ル 

ディープラー

ニング、機械

学習の進展 

17 

これらの異なる予測を並べて見ることで、市場の成長期待がいかに急速に高まっている

かが分かります。特に富士キメラ総研のデータは、生成 AI が市場全体の成長を牽引す

る主要なエンジンであることを明確に示しており、この新しい技術がもたらすビジネス

機会の大きさを物語っています。 

 

2.2 構造的な成長ドライバーと内在する課題 

 

市場の急成長を支える要因と、その裏に潜む課題を理解することは、戦略を立てる上で

不可欠です。 

成長ドライバー: 

● 企業の DX（デジタルトランスフォーメーション）推進：製造、金融、流通といっ

た主要産業の大手企業が、AI を業務最適化の切り札と位置づけています。キリン

ビールのサプライチェーン改革、セブン-イレブンの商品企画期間の短縮（10 分の

1 へ）、JAL の全社的な生成 AI 活用などがその具体例です 4。 



● 政府による後押し：日本政府は「AI 戦略」を掲げ、企業の AI 導入を促進していま

す 19。特に、経済産業省と NEDO が主導する**「GENIAC（Gene ra tive  AI 
Acce le ra tor Challenge）」**は、リコーや ELYZA といった企業に資金を提供し、

国産 AI 開発力の強化を直接支援する重要なプロジェクトです 20。 

内在する課題: 

● 導入格差：AI の導入状況には、大企業と中小企業の間で深刻な格差が存在しま

す。大企業の AI 導入率が 16.5%であるのに対し、中小企業はわずか 5.6%に留まっ

ています 23。この「デジタルデバイド」は、日本経済全体の生産性向上を阻む構造

的な弱点です。 
● AI 人材の不足：成長のボトルネックとなっているのが、高度なスキルを持つ AI 専

門人材の不足です。海外への人材流出も懸念されており、競争力を維持するために

は包括的な教育プログラムや政策支援が急務です 19。 
● ROI（投資対効果）の不確実性：多額の投資にもかかわらず、生成 AI の自社開発

で高い ROI を達成している大手企業は 2 割未満に留まっています 25。これは、技

術検証（PoC）から実際の事業価値創出へと移行する際の難しさを示しています。 

これらの分析から見えてくるのは、日本の AI 市場が「二極化」しているという実態で

す。一方では政府と大企業が連携して積極的にフロンティアを開拓し、もう一方では多

くの中小企業が取り残されている。この構造は、当面の AI ビジネスが、投資余力とデ

ータを豊富に持つ大企業向けソリューションに集中するであろうことを示唆していま

す。後述する ELYZA や neoAI といったスタートアップがエンタープライズ市場に注力

していることや、政府が GENIAC を通じて国産 AI 開発を支援する理由は、まさにこの

構造的現実に基づいているのです。 

 

第 3 部 イノベーションの先駆者たち：日本の「第二の波」を担う AI
スタートアップ事例 

 

日本の AI 市場においても、「第二の波」を体現する新世代のスタートアップが次々と

頭角を現しています。彼らは独自の技術、戦略、そしてビジョンを武器に、新たな価値

創造に挑んでいます。 

 



3.1 Sakana AI：集合知への進化的アプローチ 

 

● プロフィール：生成 AI の歴史を変えた論文「Attention Is All You Need」の共著者

である Llion Jones 氏や、元 Google AI の研究者 David Ha 氏ら、世界トップクラ

スの頭脳が東京に集結して設立したスタートアップです 18。 
● 中核技術：その社名（魚）が示す通り、自然界、特に魚の群れの「集合知」から着

想を得ています 27。一つの巨大なモデルをゼロから構築するのではなく、複数の比

較的小さなオープンソースモデルを「交配」させる**「進化的モデルマージ」

（Evolutionary Model Merging ）**という独自の手法を開発しました 27。さらに、 
AB- MCTS アルゴリズムを用いることで、GPT-4o や Gemini といった複数の最先

端 AI モデルを一つの問題に対して協調させ、単独モデルを上回る性能を引き出す

ことにも成功しています 28。 
● 戦略的意義：彼らのアプローチは、莫大な計算コストをかけずに高性能なモデルを

開発する道を切り拓き、AI 開発の民主化を目指すものです 27。この革新性に対

し、KDDI、NTT、3 メガバンク（三菱 UFJ、三井住友、みずほ）、さらには米

NVIDIA といった「オールジャパン」ともいえる企業群から、シリーズ A で約 2 億

ドル（約 300 億円）という巨額の資金調達を実現しました 18。 
● Sakana AI の存在は、LLM 開発における「大きいことは良いことだ」というパラ

ダイムに対する根源的な挑戦です。彼らの成功は、日本の AI 産業が米国の巨大資

本と正面から戦うのではなく、効率性と独自性で勝負する新たな道筋を示していま

す。日本の主要企業がこぞって支援する背景には、この「進化的アプローチ」が、

日本の戦略的課題、すなわち計算資源の制約を乗り越えて世界と戦うための有望な

解決策であるという期待があります。これは、Sakana AI が単なる一スタートアッ

プではなく、国家的な戦略資産として位置づけられていることを物語っています。 

 

3.2 ELYZA：日本語の機微を極める 

 

● プロフィール：日本の AI 研究の最高峰である東京大学・松尾研究室からスピンア

ウトした企業です 26。社名は世界初のチャットボット「ELIZA」に由来し、それを

超えるインパクトを目指すという気概が込められています 33。 
● 中核技術：日本語に特化した高性能 LLM の開発に注力しており、日本語タスクに

おいては GPT-3.5 を上回り、GPT-4 に匹敵する性能を持つと主張するモデルを公

開しています 21。さらに、思考の連鎖（Chain of Thought ）を模倣する高度な



「Reasoning Mode l」の開発も進めています 31。 
● エンタープライズでの実績：ELYZA は、具体的な業務改善実績を積み重ねていま

す。 
○ 交通：JR 西日本との協業では、顧客からの電話応対内容の要約業務を自動化

し、作業負荷を**最大 54%**削減しました 31。 
○ 金融：三井住友カードでは顧客サポートに AI を導入 21、 

東京海上日動では顧客への応対文面作成業務を**50 %**省力化しました 31。 
○ 人材：マイナビとは求人原稿作成支援ツール「マイナビ AI Pencil」を共同開発

し、業務効率を**30 %**向上させています 31。 
● 戦略的パートナーシップ：KDDI とは資本業務提携を結び、KDDI の強固なインフ

ラ上で自社モデルの社会実装を加速させるという、深い協力関係を築いています 
21。 

● ELYZA の成功は、「第二の波」において言語的・文化的な専門性が強力な競争優

位性となることを証明しています。グローバルモデルが汎用的なジェネラリストで

あるのに対し、ELYZA は日本語のスペシャリストとして、国内企業のユースケー

スでより高い精度と信頼性を提供します。学術界（松尾研）と産業界（KDDI）と

の強固な連携は、後述する協調的な「日本モデル」を象徴する事例です。 

 

3.3 株式会社オルツ：パーソナル AI（P.A.I.）という壮大なビジョン 

 

● プロフィール：2014 年設立のオルツは、「アジアの OpenAI」となることを目指

し、極めて野心的な長期ビジョンを掲げるスタートアップです 36。 
● 中核技術とビジョン：中心概念は P.A.I.（パーソナル人工知能）、すなわち全人類

一人ひとりのための「デジタルクローン」の創造です 18。P.A.I.は個人の思考や意

思を学習し、最終的には本人に代わってデジタル空間での作業を遂行することで、

人類を「非生産的労働」から解放することを目指します 18。これは、全ての P.A.I.
の相互作用によって社会のデジタルミラーワールド「World Clone」を構築すると

いう、さらに壮大な構想の一部です 38。 
● 現在のプロダクト：この壮大なビジョンを追求する一方で、独自開発の LLM**

「LHTM-2」を基盤とした実用的なソリューションも提供しています。特に、自動

議事録作成ツール「AI GIJIROKU」やリアルタイム翻訳ツール「AI 通訳」**は、多

くの企業で導入されています 18。 
● オルツは、「第二の波」が持つ哲学的・ビジョン的な側面を代表する企業です。他

のスタートアップが特定の技術的・ビジネス的課題に焦点を当てる中、オルツはデ



ジタルアイデンティティと人間とコンピュータの共生という根源的なテーマに取り

組んでいます。彼らの戦略は二段構えです。「AI GIJ IROKU」のような実用的で収

益を生む製品で足元を固め、そこで得られた資金と膨大な対話データを、P.A.I.と
いう壮大な目標の研究開発に注ぎ込む。この「実用からビジョンへ」というパイプ

ラインが、彼らの独自性を支える戦略的アプローチです。 

 

3.4 neoAI ：セキュアなエンタープライズソリューションの構築 

 

● プロフィール：こちらも松尾研究室発のスタートアップで、2022 年に設立。エン

タープライズ向けのセキュアな生成 AI ソリューションに特化しています 26。 
● 中核戦略：最大の価値提案は、金融機関のような機密情報を扱う業界向けに、オン

プレミス環境での導入を含む高セキュリティな AI ソリューションを提供すること

です 40。顧客データがパブリックな LLM の再学習に使用されないアーキテクチャ

を保証しています 43。 
● 特定分野への集中（金融）：金融業界に特化したプロダクト**「neoAI Agent for 

融資稟議」**を開発しました。このツールは銀行内のデータベース（決算書、交渉

履歴など）と連携し、高品質な融資稟議書を自動生成することで、作成時間を最大

90%削減できるとしています 43。すでにあおぞら銀行、岩手銀行、ゆうちょ銀行な

どとの提携実績があります 41。 
● neoAI の戦略は、AI 導入における企業の最大の障壁、すなわちデータセキュリテ

ィとプライバシー懸念に対する直接的な解答です。オンプレミスやセキュアなクラ

ウド環境を提供することで、グローバルなクラウド AI サービスの利用に慎重な、

収益性の高い市場セグメントをターゲットにしています。融資稟議という極めて専

門的な業務に深く切り込んでいる点は、「第二の波」が汎用ツールから特化型の業

務プロセス自動化へと移行しているトレンドを明確に示しています。 

表 2：日本の主要 AI スタートアップの戦略比較 

企業名 設立背景 中核技術・差別

化要因 
ターゲット市場 主要な提携・支

援企業 

Sakana AI  元 Google AI の
世界的研究者 

自然界に着想を

得た「進化的モ

デルマージ」、

複数 AI の協調技

グローバルな AI
研究開発、基盤

モデル市場 

KDDI, NTT, 3メ
ガバンク, 
NVIDIA 



術 

ELYZA 東大・松尾研究

室発 
日本語に特化し

た高性能 LLM、

実用的な

「Reasoning 
Mode l」 

日本国内のエン

タープライズ全

般（金融、交

通、人材等） 

KDDI, J R 西日本, 
三井住友カード, 
マイナビ 

株式会社オルツ 20 14 年創業 「P.A.I.（デジタ

ルクローン）」

という長期ビジ

ョン、実用的な

議事録・通訳 AI 

エンタープライ

ズ全般、未来の

個人向け AI 市場 

-  

neoAI  東大・松尾研究

室発 
高セキュリティ

（オンプレミス

対応）、金融な

ど特定業種特化

型エージェント 

金融機関をはじ

めとするセキュ

リティ要件の厳

しいエンタープ

ライズ 

あおぞら銀行, 岩
手銀行, ゆうちょ

銀行 

この比較表は、各社が異なる戦略的ポジショニングを取っていることを明確に示してい

ます。Sakana AI が基盤モデルの革新を、ELYZA が言語特化を、オルツが長期ビジョ

ンを、そして neoAI が特定分野のセキュリティを追求する。この多様性こそが、日本

の AI エコシステムの成熟度とダイナミズムを物語っています。 

 

第 4 部 創造者としての既存企業：日本の大手企業が描く AI 戦略 

 

日本の AI 市場の特色は、スタートアップだけでなく、既存の大手企業が単なる AI の
消費者ではなく、市場を形成する能動的なプレイヤーとして深く関与している点にあり

ます。彼らはそれぞれ異なる戦略で、AI 革命の主導権を握ろうとしています。 

 

4.1 NTT の「tsuzumi 」：軽量な国産チャンプ 

 

● 戦略：技術主権を確保し、グローバルモデルでは満たせない国内企業の固有のニー



ズに応えるため、独自の国産 LLM を開発する。 
● 主な特徴： 

○ 軽量・高効率：「tsuzumi」は 70 億パラメータの小型版と 6 億パラメータの

超小型版があり、GPT- 3（1750 億）などと比較して圧倒的に軽量です 45。これ

により消費電力を大幅に削減し、単一の GPU や CPU 上での動作も可能なた

め、コスト効率が高く、オンプレミス環境への導入に適しています 46。 
○ 日本語における高性能：40 年以上にわたる NTT の自然言語処理研究の蓄積を

活かし、その軽量さにもかかわらず、日本語処理において世界トップクラスの

性能を達成しています 46。 
○ 「アダプターチューニング」による柔軟なカスタマイズ：これが tsuzumi の核

心技術です。コストのかかるモデル全体の再学習ではなく、「アダプター」と

呼ばれる小さな外部モジュールを追加・調整するだけで、特定の業界や業務知

識を学習させることができます 45。これにより、低コストかつ迅速に、例えば

医療用語に特化した AI や、特定の社内マニュアルを理解する AI を構築できま

す 50。 
○ マルチモーダル対応：テキストだけでなく、図や表を含む文書を理解できる能

力は、実際のビジネス文書を扱う上で決定的に重要です 46。 
● NTT の戦略は、非対称競争の巧みな実践例です。米国の巨大 IT 企業と開発費で競

うことを避け、効率性、カスタマイズ性、そしてセキュリティという、日本の法人

顧客が最も重視する価値に焦点を絞りました。「アダプターチューニング」技術

は、この戦略を可能にする「秘伝のタレ」です。これにより、病院は自院の機密情

報を守りながら医療用語に特化した AI を低コストで導入でき、汎用的なクラウド

モデルでは解決できない現実的な課題を解決します。一見弱点に見える「モデルの

小ささ」を、「柔軟性と安全性」という戦略的な強みに転換しているのです。 

 

4.2 ソフトバンクと Perplexity ：破壊的イノベーションの輸入による市場再編 

 

● 戦略：自社で基盤モデルを開発するのではなく、世界最先端の「第二の波」のイノ

ベーターを特定し、自社の巨大な顧客基盤を武器に国内市場を一気に変革する。 
● パートナーシップ：ソフトバンクは、米国の AI 検索エンジン Perplexity と戦略

的提携を締結。その核となる施策として、有料版「Perplexity Pro」を、ソフトバ

ンク、ワイモバイル、LINEMO の携帯電話契約者に対し 1 年間無料で提供します 
52。対象となるユーザーは数千万人に上る可能性があります。 

● 目的：日本における AI 検索の利用を加速させ、Google が支配する既存の検索市



場に破壊的変化をもたらすこと。ソフトバンクの経営陣は、これを自社の「AI 革
命」の始まりと位置づけています 52。通常月額 3,0 0 0 円程度のサービスを無料で

提供するインパクトは絶大です 55。 
● これは、グローバルな技術リーダーを見出し、国内市場での影響力を利用して「キ

ングメーカー」となる、典型的なソフトバンクの戦略です。彼らは技術そのもので

はなく、流通と市場アクセスで競争しています。数百万人のユーザーに無料で最先

端のサービスを体験させることで、ユーザーの検索習慣を根底から変え、日本の

AI 検索市場に一夜にして巨大な競争相手を生み出す可能性があります。これは、

優れたアルゴリズムだけでなく、大規模な補助金付きのユーザー獲得キャンペーン

によって市場が動くことを示す、注目すべき事例です。 

 

4.3 KDDI のエコシステム戦略：国産 AI パワーハウスの育成 

 

● 戦略：自らを日本の AI エコシステムの中心的なインフラ提供者および支援プラッ

トフォームとして位置づける。 
● 主な活動： 

○ 主要スタートアップへの投資：コーポレートベンチャーキャピタル「KDDI 
Open Innovation Fund」を通じて、国内で最も注目される AI モデル開発企業

である Sakana AI と ELYZA の両社に戦略的な出資を行っています 21。 
○ インフラ提供：AI 開発に不可欠な大規模計算基盤や低遅延ネットワークをパー

トナー企業に提供しています 34。 
○ 共同開発・共同販売：KDDI は単なる投資家ではありません。例えば ELYZA

とは、業界特化型 LLM を共同開発し、セキュアなプライベートクラウド環境

で法人顧客に提供するなど、開発から販売まで一気通貫で協業しています 34。

また、グループ会社のアルティウスリンクと ELYZAと共に、コンタクトセン

ターに特化した LLM アプリケーションも開発しています 61。 
● KDDI の戦略は、日本の AI ゴールドラッシュにおける「ツルハシとシャベル」の

供給者となり、同時に最も有望な「金鉱」の株主にもなるというものです。計算基

盤（インフラ）を提供し、最高のモデル開発者（Sakana, ELYZA）と提携し、自社

の法人営業網を通じて完成したソリューションを市場に届ける。この垂直統合的な

エコシステム戦略は、強力な自己強化ループを生み出します。彼らは、基盤モデル

を自社開発するリスクとコストを負うことなく、日本の AI 革命の中心的なプレイ

ヤーとなることを目指しています。 



 

4.4 リコーと損害保険ジャパン：特定業種向けマルチモーダル AI の設計図 

 

● 戦略：マルチモーダル AI を用いて、特定の複雑なビジネス課題を解決するため

の、極めて実践的な協業。 
● プロジェクト：リコーと損保ジャパンは、政府の GENIAC プロジェクトの一環と

して、保険業務に特化したプライベートなマルチモーダル LLM を共同開発してい

ます 20。 
● 課題：保険の規定集やマニュアルには、テキストだけでなく、複雑な図や表が多用

されており、標準的な LLM では正確な読解が困難でした 20。実際に損保ジャパン

が運用していたテキストベースの LLM「おしそん LLM」も、これらの文書の扱い

に課題を抱えていました 64。 
● 解決策：開発する新モデルは、損保ジャパンが実際に使用するマニュアルを学習デ

ータとすることで、これらの複雑で独自フォーマットのマルチモーダル文書を理解

できるようにします。これにより、保険契約に関する社内外からの問い合わせ対応

の時間を大幅に短縮し、回答精度を向上させることを目指します 64。 
● この事例は、実用的で特定業種に特化した AI という「第二の波」のトレンドを完

璧に体現しています。汎用モデルが現実のビジネス環境で直面する限界を浮き彫り

にし、次なる価値創造のフロンティアが、ビジネス文書の複雑な実態に対応できる

AI にあることを示しています。テクノロジー企業（リコー）と業界専門家（損保

ジャパン）が、政府のイニシアチブ（GENIAC）の下で協力するという構図は、後

述する「日本モデル」の縮図と言えるでしょう。 

表 3：日本の大手企業における AI 戦略の多様性 

企業名 中核 AI 戦略 主要な取り組み・製

品 
主要パートナー 

NTT 国産チャンプの育成 軽量・高効率な国産

LLM「tsuzumi」、ア

ダプターチューニン

グによるカスタマイ

ズ 

-  

ソフトバンク 破壊的イノベーショ

ンの輸入 
AI 検索エンジン

「Perplexity Pro」の

Perplexity AI 



1 年間無料提供 

KDDI エコシステム・プラ

ットフォーマー 
スタートアップへの

出資・提携、計算基

盤の提供、ソリュー

ションの共同開発・

販売 

Sakana  AI, ELYZA 

リコー/損保ジャパン 特定業種向けソリュ

ーション共創 
保険業務特化のプラ

イベート・マルチモ

ーダル LLM 開発 

-  

この表は、日本の大手企業が一枚岩ではなく、それぞれが独自の戦略的判断を下してい

ることを示しています。NTT が自前主義を貫く一方、ソフトバンクは外部の力を活用

し、KDDI はプラットフォーム化を目指す。この戦略の多様性は、市場が成熟し、競争

が多角化している健全な兆候です。 

 

第 5 部 統合と戦略的展望：日本の AI リサーチ市場の未来 

 

本レポートで分析してきた各要素を統合すると、日本の AI 市場のユニークな構造と未

来への軌道が見えてきます。 

 

5.1 主要トレンドの収斂：成熟する「日本モデル」 

 

分析を通じて、日本の AI 開発における独特の「日本モデル」が形成されつつあること

が明らかになりました。その特徴は以下の点に集約されます。 

● 官民連携：GENIACのような政府主導のプロジェクトが、企業の投資と協調して、

国内の AI 開発力を底上げしています。 
● エコシステム・アプローチ：KDDI に代表される大手企業が、単独で全てを開発す

るのではなく、Sakana AI や ELYZAのような有望な国内スタートアップに資金と

インフラを提供し、パートナーとして共に成長するエコシステムを構築していま

す。 



● 専門性と安全性の重視：高性能な日本語モデル、オンプレミス導入を可能にするセ

キュアな設計、そして国内企業の固有の業務に合わせた垂直統合型ソリューション

への強い志向が見られます。 
● 非対称なイノベーション：NTT の軽量モデルや Sakana AI のモデルマージ技術の

ように、米国の資本集約的な巨大モデル開発とは異なるアプローチで、効率性と独

自性を武器に競争優位を築こうとする戦略が際立っています。 

 

5.2 新たな競争の構図：四つ巴のレース 

 

今後の日本の AI 市場は、以下の 4 つの主要プレイヤーグループ間の相互作用によって

定義されるでしょう。 

1. グローバル・ハイパースケーラー（OpenAI, Google 等）：強力な汎用モデルを

提供する一方で、言語的なニュアンス、データセキュリティへの懸念、そして高コ

ストという課題に直面します。 
2. 国内の既存チャンプ（NTT 等）：強固な法人顧客基盤を活かし、「tsuzumi」のよ

うなセキュアで高効率、かつ高度にカスタマイズされたソリューションを提供しま

す。 
3. 国内のスタートアップ先鋭部隊（Sakana AI, ELYZA 等）：日本の産業界からの

支援を受け、基盤モデルや特定用途のアプリケーションにおいて最先端のイノベー

ションを推進します。 
4. 戦略的輸入・流通業者（ソフトバンク等）：市場での影響力を行使し、実績のあ

るグローバルなイノベーションを迅速に国内に導入・普及させることで、市場のル

ールを変える「キングメーカー」として機能します。 

 

5.3 将来の軌道と戦略的提言 

 

この競争環境を踏まえ、今後の成長が期待される領域と、各プレイヤーが取るべき戦略

は以下のようになります。 

高成長が期待される分野： 

● 特定業種向けマルチモーダル AI：リコーと損保ジャパンのモデルを、法律、不動



産、行政など、同様に文書集約的な他の業界へと展開する動きが加速するでしょ

う。 
● セキュアなオンプレミスおよび国産クラウドソリューション：機密情報を扱う企

業や政府機関が AI 活用を進める上で、データ主権を確保できるこれらのソリュー

ションへの需要は確実に高まります。 
● 業務プロセス自動化のための AI エージェント：チャットやコンテンツ生成を超

え、「neoAI Agent for 融資稟議」のように、特定の業務フロー全体を自動化する

エージェントへの進化が、次の大きな価値創造の源泉となります。 

戦略的提言： 

● グローバル AI 企業へ：日本市場での成功には、単なるインターフェースの日本語

化以上の努力が求められます。国内企業との深いパートナーシップ、セキュリティ

懸念への真摯な対応、そしてオンプレミスや国産クラウドといった選択肢の提供が

不可欠となるでしょう。 
● 日本の大手企業へ：引き続き「日本モデル」を推進し、国内スタートアップとの連

携・投資を通じて、自社のニーズに合わせたソリューションを共創すべきです。そ

の際、具体的な業務プロセスを対象とし、明確な ROI を追求することが成功の鍵

となります。 
● 投資家へ：汎用的なチャットボットの熱狂に惑わされることなく、Sakana AI のよ

うな深い技術的優位性を持つ企業、ELYZA のような実証済みの特定分野での実績

を持つ企業、あるいは neoAI のような高価値なセキュア市場に特化した企業に注

目すべきです。大手企業連合からの支援は、その企業の戦略的重要性を示す強力な

シグナルとなります。 

日本の AI 市場は、グローバルな潮流を取り込みつつも、独自の生態系を育む、極めて

ダイナミックな段階にあります。この「第二の波」を乗りこなし、新たな価値を創造で

きるかどうかが、今後の日本の産業競争力を大きく左右することになるでしょう。 
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